
⼤学院 博⼠後期課程 履修モデル 

 
履修モデル１：修⼠号を有する理学療法⼠、作業療法⼠、はり師・きゆう師等で地域の保健医療施設の上級
職・指導者を⽬指す者 

 1 年次前期には共通教育科⽬ 2 科⽬（4 単位）を受講し、研究を実施するための基礎知識を獲得する。1 年
次後期には専⾨教育科⽬のうち保健医療施設の該当する専⾨分野における主導的臨床専⾨職として活躍する
ために必要な「保健医療技術開発学基盤講義Ⅰ」、「保健医療技術開発学基盤講義Ⅱ」、及び「保健医療技術
開発学基盤講義Ⅲ」から 1 科⽬（2 単位）、「保健医療技術開発学実践演習Ⅰ」、「保健医療技術開発学実践演
習Ⅱ」、及び「保健医療技術開発学実践演習Ⅲ」から 1 科⽬（2 単位）を履修させ、当該分野における質の
⾼い知識・技術を修得させる。また、これらの質の⾼い知識・技術を患者へ臨床応⽤するために「保健医療
技術開発学臨床演習Ⅰ」、「保健医療技術開発学臨床演習Ⅱ」、及び「保健医療技術開発学臨床演習Ⅲ」から
1 科⽬（2 単位）を履修させる。これらの科⽬の履修より得られた課題を「特別研究Ⅰ」、「特別研究Ⅱ」、
「特別研究Ⅲ」（各 4 単位、計 12 単位）に反映させることで、保健医療技術開発に関するテーマの研究を
遂⾏させる。 
 
 
履修モデル２：修⼠号を有する理学療法⼠、作業療法⼠、はり師・きゆう師等で地域の保健医療施設で臨床
研究を⽬指す者 

1 年次前期には共通教育科⽬ 2 科⽬（4 単位）を受講し、研究を実施するための基礎知識を獲得する。1
年次後期には専⾨教育科⽬のうち当該分野の発展に必要で新しい治療技術を開発するために必要な「保健医
療技術開発学基盤講義Ⅰ」、「保健医療技術開発学基盤講義Ⅱ」、及び「保健医療技術開発学基盤講義Ⅲ」か



ら 1 科⽬（2 単位）、「保健医療技術開発学実践演習Ⅰ」、「保健医療技術開発学実践演習Ⅱ」、及び「保健医
療技術開発学実践演習Ⅲ」から 1 科⽬（2 単位）を履修させ、質の⾼い知識・研究⽅法を修得させる。これ
らの科⽬の履修より得られた課題を「特別研究Ⅰ」、「特別研究Ⅱ」、「特別研究Ⅲ」（各 4 単位、計 12 単
位）に反映させることで、保健医療技術開発に関するテーマの研究を遂⾏させる。 
 
 
履修モデル３：修⼠号を有する学⽣で保健医療分野の研究施設・⼤学等での研究者を⽬指す者 

1 年次前期には共通教育科⽬ 2 科⽬（4 単位）を受講し、研究を実施するための基礎知識を獲得する。1
年次後期には専⾨教育科⽬のうち学⽣が興味ある専⾨分野に関する研究を⾏うために必要な知識・技術を修
得するために「保健医療科学基盤講義Ⅰ」、「保健医療科学基盤講義Ⅱ」、及び「保健医療科学基盤講義Ⅲ」
から 1 科⽬（2 単位）、「保健医療科学実践演習Ⅰ」、「保健医療科学実践演習Ⅱ」、及び「保健医療科学実践
演習Ⅲ」から 1 科⽬（2 単位）を履修させる。これらの科⽬の履修より得られた課題を「特別研究Ⅰ」、「特
別研究Ⅱ」、「特別研究Ⅲ」（各 4 単位、計 12 単位）に反映させることで、将来、保健医療分野の研究施
設・⼤学等での研究者・教員を⽬指す。 


